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<講顧趣 晉>
露書館 ?ま身逓にあってこそ、子どきからお手寄 りまで多 くの市民が利用できるという認識 :こ基づ

と|で、2016年度までの 5か与計画で 6館から 8鎗への増館が実施 されましたぅ しか し、今園全表
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書館が重複 して霊置されてとヽる町雲泰震週と轟デ::薮買遇で、集約の検討が挙 iず られてとヽますε
鏡手::雲書館 :ま 、鶴デ::霊遊セと'キ斎惹街の■:こ あります.軍郵市都市計画甲スタープテンで
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証周通尋整簾基本方針案 iこ どま轟工置逆 と電運難憂再生方針が挙づられ、そうな手で多萱貴が一緒 :こ
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られてと!ま す。さら,こ 、鶏チ::野堆拝 主事美な、三霊「ふ
舟導 計重 i7‐2とこの重点事業の「霞地壽生の義達rプ軍ジェク トの対象そこもなっていますこ
饒第露書鑑送郵質驀 を美 :こ鶴デ::霊堆多ユー薄着衛●幸4み―ノて、お竿書 チも歩■て行 くことができ、

斎看密ここ震まれ毛「太場の差象 でゼヽき孝ヽ子どもも安碁して垂ぶ こともできると孝ヽ うとても虫とヽ乗
麦
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募サますこ藝書筆を含警毒壱密 :ま すで生二つままで多機釜多曇鈴つ建設 :こ な心ていますぅ実
賣無署の盛車場 も利罵できるこ●まうな憂書筆 :ま、と霊分密づ く参の 3ぶ甚 :こ なくて送ならなとヽも
のです9

蕎憲等の塞拷 :ま 3年後工轟て番えを計要 とてぉ 歩、幕之ちヨまその■ここ吏之参墓点 として鶏 ::霊書
叢を入れる要菫を、丁里募
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餐義 してとヽます3要菫 :こ な ,費 多華 しだ:;でなく、

薄在型●慶書筆を霊叢 して.チ 穏ン装なスペーえの蓋桑基含みて予ヽます9麓薙毒て書えをと寺 経寿
の機会をと与えて、ぜひ甚勇の要なる声 :こ耳を額 :す、籍 :i麗妻筆を存鏡させることで理驚≧斎竜衝
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if轟す:攘書鍍基彗 ::重簸 ン井斎
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2.轟デ:三 電逢静キ密票◆逹て替ぇ→計重 :こ憂書筆を良歩長とヽかたちで入れてくできぃ。
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